
カ
ミ
ー
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発
）

カ
ミ
ー
リ
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（
着
）

筑
紫
駅
西
口

ゆ
め
タ
ウ
ン

福
大
筑
紫
病
院

朝
倉
街
道
駅

筑
紫
野
市
役
所
（
新
庁
舎
）

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

済
生
会
病
院

二
日
市
西
一
丁
目

（
現
在
の
市
役
所
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

二
日
市
温
泉
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市
で
は
、平
成
28
年
に
策
定
し
た
筑
紫
野

市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
、

持
続
可
能
で
、安
全
・
安
心
な
移
動
環
境
の

構
築
を
図
る
た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

内
容
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、具
体
的
な
運
行
内
容
を
取
り
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
政
策
課

筑
紫
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運う
ん

行こ
う

内な
い

容よ
う

の
検け

ん

討と
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を
お
知し

ら
せ
し
ま
す

●コミュニティバスの運行ルート図

※バス停の名称を掲載しています。

●運行ルート
　カミーリヤを出発し、市内の主要な公共施設、
商業施設、医療機関などを循環するルートを運行。
(コミュニティバスの運行ルート図参照)

●運行車両
　カミーリヤバス(乗車定員29人)との乗り継ぎ
ができるよう、同規模のバス車両を用いて運行。

●運行日　年中無休で毎日運行。

●運行時間
　各地域からのアクセスや利便性を踏まえ、カミー
リヤバスとの乗り継ぎを考慮し、１日９便運行。

●運賃　150円の定額運賃。

●運行開始
　筑紫野市庁舎の移転を見据え検討しています。
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平
成
31
年
度
中(
平
成
31
年
４
月
１
日
〜

平
成
32
年
３
月
31
日)
に
公
・
私
立
保
育
所

(

園)

へ
入
所
を
希
望
す
る
人
の
入
所
申
込

書
類
の
配
布
・
受
付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
手

続
き
は
、児
童
福
祉
法
に
定
め
る
手
続
き
で

す
の
で
、入
所
を
希
望
す
る
人
は
受
付
期
間

内
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
入
所
対
象
者　
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
生

後
50
日
目
か
ら
就
学
前
の
児
童

●
申
し
込
み
が
で
き
る
人

　

入
所
対
象
者
の
保
護
者
で
、次
の
要
件
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
労
等
の
た
め
、保
育
が
必
要
で
あ
る

②�

そ
の
他
、
特
別
な
事
情(

病
気
・
介
護
な

ど)

に
よ
り
保
育
が
必
要
で
あ
る

※�

平
成
31
年
度
中
に
産
休・
育
休
明
け
で
仕

事
復
帰
ま
た
は
転
入
で
年
度
途
中
に
入
所

を
予
定
し
て
い
る
人
も
、次
の
期
間
内
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

保
育
所
在
園
児
の
入
所
手
続
き
に
つ
い
て

は
保
育
所(

園)

を
通
し
て
行
い
ま
す
の

で
、別
途
ご
案
内
し
ま
す
。た
だ
し
、転
園

平
成
31
年
度
保ほ

育い
く

所し
ょ(

園え
ん)

入に
ゅ
う

所し
ょ

申も
う

し
込こ

み

書し
ょ

類る
い

の
配は

い

布ふ

・
受う

け

付つ
け

を
始は

じ

め
ま
す

を
希
望
す
る
場
合
は
、申
込
書
類
を
保
育

所(

園)

で
受
け
取
り
、次
の
期
間
中
に

市
役
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
書
類
配
布・受
付
期
間

　
11
月
５
日(

月)

～
12
月
14
日(

金)
※
土・日
曜
日
、祝
日
は
除
く

　

次
の
期
間
は
会
場
を
設
置
し
て
配
布・
受

付
を
行
い
ま
す
。

●
会
場
設
置
期
間

　
11
月
５
日(
月)
～
11
月
９
日(

金)

●
会
場
設
置
時
間　
９
時
～
16
時

●
会
場
設
置
場
所

　
市
役
所
第
１
別
館
１
階
第
11
会
議
室

※�

11
月
12
日(

月)

以
降
は
子
育
て
支
援
課

窓
口
で
配
布・受
付
を
行
い
ま
す
。

※�

例
年
、
会
場
設
置
期
間(

特
に
初
日)
は

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

保
育
所(

園)

の
入
所
決
定
は
、
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課

地域で助けあい支えあうまちづくり

災
さ い

害
が い

時
じ

等
と う

要
よ う

援
え ん

護
ご

者
し ゃ

支
し

援
え ん

制
せ

度
い ど

に
登
と う

録
ろ く

しませんか？
災害時等要援護者支援制度とは…
　災害時に支援が必要な人を、地域と支援者
(要援護者本人を支援する人)が一体となって、
可能な範囲で助け合おうというものです。

①�市内各コミュニティセンターなどに備えている登録申
出書に、氏名、連絡先などを記入し、事前に登録します。

②�ご近所であなたを支援してくれる人(支援者)を決め
て、この制度に登録することへの同意を得ます。支援
者が思い当らない場合は、空欄のまま提出してください。

③�支援者は、日ごろの声掛けや、災害時には安否確認
や避難誘導などの可能な範囲の支援をお願いします。

※�すでにこの制度に登録している人でも、登録内容が
変わった場合は届け出てください。

　一番望ましいのは、隣近所の人です。近隣の人に頼
める人がいない場合は、行政区と相談して支援者を決
めます。

　75歳以上の高齢者、要介護や要支援認定者、障が
い者、難病患者、妊産婦や乳幼児、外国人など
　「日常的に周囲の支援を必要とする人」「災害時に自
分で移動できない人」「情報を得ることが難しい人」「避
難のために何らかの手助けが必要な人」は誰でも要援
護者として登録できます。

災害時等要援護者
高齢者・障害者など 生活福祉課など

市役所

隣近所の人、民生・児童委員、行政区長など
地域の皆さん

①登録申し出

②登録

③情報の共有④普段の声かけ、見守り、
災害時等の支援

●要援護者はこのような人 ●登録するには

●支援者はこのような人

●登録申し出・問い合わせ先　生活福祉課 地域福祉担当

高齢者・障がい者など

広報ちくしの 平成30年10月15日5 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。


